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佐
賀
地
域
に
は
、
浸
水

想
定
区
域
が
多
く
、
佐
賀
西

公
園
、
東
公
園
付
近
に
飲
料

水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
入
野
地
区
の
貯
水
槽
は
、

令
和
３
年
度
に
工
事
費
７
千

52
万
円
で
設
置
し
た
。
　

　
佐
賀
西
公
園
、
東
公
園
に

も
浸
水
区
域
外
の
箇
所
が
あ

り
設
置
可
能
か
と
思
う
が
、

耐
震
性
貯
水
槽
は
、
水
の
循

環
が
必
要
で
、
設
置
場
所
の

十
分
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　
ま
た
、
飲
料
水
の
備
蓄
方

針
を
、
１
日
あ
た
り
一
人
３

リ
ッ
ト
ル
と
し
、
全
町
民
１

日
分
を
避
難
所
等
に
分
散
し

て
備
蓄
。
併
せ
て
浄
水
器
を

26
カ
所
に
配
備
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
防
災
対
策
事
業

等
と
の
優
先
順
位
を
比
べ
た

時
、
次
年
度
以
降
の
早
期
の

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
飲
料
水
は
一
人
３
リ
ッ

ト
ル
で
、
１
日
分
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
備
蓄
量

で
十
分
と
考
え
る
か
。

　　
備
蓄
飲
料
水
の
量
に
つ
い

て
は
現
在
、
全
人
口
の
１
日

分
を
備
蓄
し
、
２
日
目
以
降

は
、
浄
水
器
に
よ
る
確
保
を

計
画
し
て
い
る
。

　
　
26
カ
所
に
配
備
の
浄
水

器
で
浄
化
す
る
水
は
、
ど
こ

か
ら
取
水
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
濁
り
水
で
も
大
丈

夫
と
い
う
こ
と
か
。

　
川
、
プ
ー
ル
な
ど
の
色
々

な
水
の
ほ
か
、
こ
の
浄
水
器

は
海
水
対
応
な
の
で
海
水
も

飲
料
水
に
と
の
想
定
を
し
て

い
る
。

　
　
７
月
初
旬
、
海
岸
線
に

漂
着
し
た
流
木
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
等
が
、
い
ま
だ

に
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、

県
外
客
か
ら
は
「
ゴ
ミ
が
多

く
て
残
念
」
と
の
声
を
聞
く

が
、
町
の
予
算
に
見
合
っ
た

適
切
な
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
入
野
海
岸
と
浮
鞭
海
岸
の

浜
の
清
掃
は
、
年
２
回
の
実

施
で
、
今
年
度
は
４
月
22
日

に
実
施
し
、
11
月
19
日
に
も

予
定
し
て
い
る
。

　
海
岸
に
流
木
や
漂
着
ゴ
ミ

が
多
数
あ
る
こ
と
は
十
分
に

認
識
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
海
岸
管
理
者

の
県
に
撤
去
の
要
望
を
し
て
、

担
当
部
署
と
協
議
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
重
機
に
よ
る
早
期
の
対

応
、
対
策
は
で
き
な
い
の
か
。

　
海
岸
清
掃
用
機
器
の
導
入

に
は
、
２
５
０
０
万
程
度
の

予
算
が
想
定
さ
れ
る
。

　
入
野
海
岸
の
管
理
者
は
高

知
県
で
も
あ
り
、
町
単
独
で

は
困
難
だ
と
考
え
る
。
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市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
中
「
合
併
市

町
村
の
円
滑
な
運
営
の
確
保

及
び
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り

…

」
と
あ
る
が
、
現
状
は
均

衡
が
と
れ
て
い
る
か
。

　
そ
し
て
、
佐
賀
の
住
民
の

心
情
を
理
解
す
る
た
め
に
は

佐
賀
庁
舎
で
務
め
る
事
が
必

要
と
考
え
る
が
、
町
長
の
姿

勢
を
問
う
。

　
ま
た
、
高
齢
化
の
進
む
中
、

自
宅
又
は
行
政
施
設
等
か
ら

個
人
番
号
カ
ー
ド
で
戸
籍
、

住
基
、
保
険
等
申
請
、
受
領

が
出
来
る
よ
う
に
設
備
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
一
例
と
し
て
合
併
特
例
債

の
活
用
事
例
と
し
て
、
平
成

18
年
57
億
円
、
町
全
体
的
な

事
業
21
億
円
、
佐
賀
地
区
10

億
円
、
大
方
地
区
26
・
６
億

円
と
概
ね
均
衡
が
取
れ
て
い

る
。

　
佐
賀
庁
舎
に
務
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
町
長
室
を
少

し
整
備
し
決
済
も
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
た
。
時
々
は
、

佐
賀
の
方
で
業
務
を
す
る
よ

う
に
し
た
い
。

　
各
種
申
請
、
受
領
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
４
月
３
日

よ
り
コ
ン
ビ
ニ
発
行
が
可
能

に
な
り
、
３
月
27
日
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
子
育
て
、

介
護
等
個
人
番
号
カ
ー
ド
で

申
請
可
能
に
な
っ
た
。

　
　
６
月
議
会
で
「
不
破
原

地
区
は
事
故
が
多
い
。
道
路

の
形
状
変
更
か
、
追
い
越
し

車
線
に
す
る
の
が
良
い
か
、

国
交
省
、
公
安
委
員
会
と
協

議
、
要
望
す
る
」
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
そ
の
後
の
対
応
は
。

次
に
、
国
道
56
号
の
冠
水
対

策
に
つ
い
て
の
要
望
と
期
待

度
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
伊
与
木
川
の
治
水

関
連
の
県
へ
の
要
望
を
問
う
。

　
状
況
な
ど
調
査
し
て
い
る

段
階
。
国
土
強
靭
化
の
交
付

金
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

所
で
要
望
を
し
っ
か
り
と
上

げ
て
い
る
。

　
冠
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

８
月
９
日
、国
交
省
、財
務
省
、

県
関
係
国
会
議
員
へ
要
望
活

動
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は

あ
り
、
唯
一
の
幹
線
道
路
で

も
あ
る
の
で
対
策
の
期
待
度

は
大
き
い
。

　
伊
与
木
川
の
治
水
に
つ
い

て
は
、
10
月
に
土
木
事
務
所

長
と
現
地
調
査
を
行
い
要
望

す
る
予
定
。

　
　
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

佐
賀
東
地
区
に
あ
る
運
動
場

の
嵩
上
、
屋
内
体
育
館
等
整

備
の
見
通
し
を
問
う
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
東

公
園
運
動
場
付
近
の
調
査
を

し
て
い
る
。
町
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
問
う
。

　
事
前
計
画
の
整
合
性
や
運

動
公
園
で
今
の
高
さ
に
建
て

る
か
、
浸
水
し
な
い
レ
ベ
ル

に
嵩
上
し
た
後
で
建
て
る
の

か
、
町
と
し
て
具
体
的
な
も

の
を
進
め
て
要
望
を
す
る
。

　
現
在
、
工
業
立
地
の
調
査

は
、
外
か
ら
来
る
の
と
同
時

に
中
か
ら
出
な
い
事
を
考
え

て
い
る
。
現
代
に
合
っ
た
就

労
の
場
の
確
保
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
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